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催
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C O N T E N T S

　
昨
年
の
春
よ
り
常
務
理
事
に
任
命

さ
れ
、Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
委
員
会
の
委
員

長
と
し
て
委
員
会
を
安
平
副
理
事
長

の
も
と
運
営
し
、何
と
か
無
事
１
年

が
す
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、昨
年
来
の「
組
合
員
増
強

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」で
た
く
さ
ん
の
新
し

い
企
業
が
加
入
し
、仲
間
が
増
え
ま

し
た
。組
合
に
加
入
す
る
こ
と
で
得

ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
も
当
然
あ
り
ま
す

が
、そ
れ
に
も
増
し
て
行
事
や
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
は
計
り
知
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

以
前
、「
人
生
い
ろ
い
ろ
、会
社
も
い

ろ
い
ろ
」と
言
っ
た
政
治
家
も
お
ら
れ

ま
し
た
が
、ま
さ
に
組
合
員
企
業
も

い
ろ
い
ろ
で
、１
０
０
社
あ
れ
ば
、技

術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
も
１
０
０
通
り
で
す
。

行
事
等
に
参
加
す
る
こ
と
で
、い
ろ
い

ろ
な
人
と
知
り
合
え
て
、い
ろ
い
ろ
な

話
を
す
る
こ
と
が
で
き
、学
び
や
自
己

啓
発
、ま
た
仕
事
に
繋
が
る
ヒ
ン
ト
を

得
た
り
、仕
事
の
幅
が
拡
が
っ
た
り
、

数
え
上
げ
る
と
き
り
が
あ
り
ま
せ

ん
。「
メ
リ
ッ
ト
は
自
分
で
つ
か
め
」と

私
の
支
部
で
は
言
わ
れ
て
い
る
の
で
す

が
、と
に
か
く
こ
う
いっ
た
場
所
に
足

を
運
ぶ
こ
と
か
ら
始
ま
る
と
思
い
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
出
席
し
て
実
感
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
担
当
し
て
い
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進

委
員
会
は
、少
し
硬
め
の
内
容
で
す

が
、企
業
活
動
を
行
う
上
で
、避
け
て

は
通
れ
な
い
重
要
な
事
柄
を
テ
ー
マ

に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
し
て
お
り
ま
す
。

少
し
で
も
お
役
に
た
て
ま
す
よ
う
に
、

い
ろ
い
ろ
な
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
し
ま

す
の
で
、ふ
る
っ
て
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
お
会
い
で
き
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

用紙・本文表紙とも日本製紙（株）提供「シルバーダイヤS」

大
阪
府
印
刷
工
業
組
合

常
務
理
事 

山
崎 

一
彦

は
じ
め
ま
し
て

【特　集】

【組織活性委員会】 共済PR／経営者保険のおすすめ
品質UP、作業効率UP、新技術への挑戦（岩倉印刷紙業（株））

「Adobeテクニカルセミナー 2015年 冬の陣」開催

【支部長会レポート】

2

8 60周年記念事業ほかについて協議

Adobe Creative Cloud 最新版について

6

10
【がんばってMASSE！】12

14

【CSR推進委員会】

くいしんぼうバンザイ／うちの手乗りたち【うちのコ自慢（人間以外）】

【DNA（大青協ネクストアドバンス）】

一念発起【好きこそモノの上手なれ 〈趣味人日記〉】

29

【富士会】 富士精版印刷(株)主催の会合開催
ウチのイチ押し君

16【大青協】 KICK OFF CONVENTION 2015
記念誌協賛広告 募集開始

27

20 【支部だより】 25 【人材人財】
19【60周年記念事業】

26
【技術情報】 オンデマンド印刷による小ロット出版の実現（JAGAT）

28　　

4 【委員会レポート】 経営革新・マーケティング委員会／組織活性委員会
印刷事業所の化学物質管理／断裁機安全講習会

実践のマーケティング（D.D.S.S.）【SEMINAR】31
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特集／教育・研修委員会レポート

　

教
育・研
修
委
員
会
で
は
去
る
1
月

22
日
、「A

dobe

全
印
工
連
特
別
ラ

イ
セ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
ア
フ
タ
ー
ケ

ア
の
一
環
と
し
て
実
施
し
、今
回
で
8
回

目
と
な
る「A

dobe

テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ミ

ナ
ー
2
0
1
5
年
冬
の
陣
」を
開
催

し
ま
し
た
。

　

23
名
の
参
加
と
な
っ
た
今
回
の
セ
ミ

ナ
ー
で
は
、ア
ド
ビ
シ
ス
テ
ム
ズ
社
よ
り

講
師
を
招
き
、Creative

C
loud 

最
新
版
に
向
け
て
、互
換
性
の
基
本
情

報
を
中
心
と
し
た
内
容
の
テ
ク
ニ
カ
ル

セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

過
去
の
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ミ
ナ
ー
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
互
換
性
に
つ
い

て
の
基
本
情
報
をIllustrator

、

Photoshop

、InD
esign

と
各
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ご
と
に
取
り
上
げ
、合

わ
せ
て
最
新
版
の
新
機
能
紹
介
や
、

C
reative C

loud

の
最
新
動
向
と

し
てT

ypekit

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
フ
ォ
ン

ト
、源
ノ
角
ゴ
シ
ッ
ク
な
ど
の
紹
介
な

ど
も
盛
り
込
ま
れ
た
充
実
し
た
内
容

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、復
習
の
意
味
も
込
め
た
セ
ミ

ナ
ー
当
日
の
映
像
を
、セ
ミ
ナ
ー
参
加

の
皆
様
へ
配
信
し
て
お
り
ま
す
。そ
し

て
、多
様
化
す
る
メ
デ
ィ
ア
への
対
応
や

業
務
の
合
理
化
な
ど
の
手
助
け
と
し

て
、こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
の
内
容
を
ご
利
用

し
て
い
た
だ
き
、少
し
で
も
企
業
発
展
に

繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

（
教
育・研
修
委
員
会
担
当 

副
理
事
長 

作
道
孝
行
）

1
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
に
つ
い
て

第
1
部
／ Illustrator C

C

最
新
版
セ
ッ
シ
ョ
ン

a
参
考
に
な
っ
た（
20
名
）

・新
機
能
の
説
明
が
わ
か
り
や
す
かっ
た
。

・知
ら
な
い
情
報
が
あ
っ
た
。

・互
換
性
の
説
明
。様
々
な
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
デ
ー
タ
を

　
受
け
取
る
こ
と
が
多
い
の
で
。

・互
換
性
に
つ
い
て
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

・テ
キ
ス
ト
互
換
時
の
注
意
点
。

・連
結
ツ
ー
ル
が
い
つ
も
の
仕
事
に
役
立
ち
そ
う
。

・ま
だ
使
っ
て
い
な
い
の
で
注
意
点
が
わ
か
っ
て
良

　
かっ
た
。

・バ
ー
ジ
ョン
違
い
の
説
明
が
良
かっ
た
。

・Ｃ
Ｃ
2
0
1
4
は
ま
だ
導
入
し
て
い
な
い
の
で
先

　
の
こ
と
を
考
え
る
と
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

・基
本
的
に
バ
ー
ジ
ョン
ア
ッ
プ
の
お
知
ら
せ
が
き
て

　
も
何
が
ど
う
新
し
く
な
っ
た
の
か
今
ま
で
と
違
う

　
表
記
や
デ
フ
ォ
ル
ト
に
な
っ
た
部
分
が
わ
か
ら
な
い

　
の
で
、そ
れ
が
聞
け
て
良
かっ
た
。

b
参
考
に
な
ら
な
か
っ
た（
1
名
）

第
2
部
／Photoshop C

C

最
新
版
セ
ッ
シ
ョ
ン

a
参
考
に
な
っ
た（
18
名
）

・新
機
能
の
説
明
が
わ
か
り
や
す
か
っ
た
。い
か
に
効

　
率
良
く
作
業
す
る
か（
選
択
範
囲
の
取
り
方
）。

　
色
々
と
吸
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
い

　
な
ど
感
じ
ま
し
た
。

・ジ
ェ
ネ
レ
ー
タ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
の
こ
と
が
知

　
れ
た
の
で
。

・ふ
だ
ん
使
って
い
な
い
機
能
を
教
え
て
も
ら
え
た
。

・選
択
範
囲
の
つ
く
り
方
を
知
れ
た
。

・Ｗｅ
ｂ
デ
ザ
イ
ン
を
イ
ラ
レ
で
し
か
作
成
し
た
こ
と

　
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、Ｄ
Ｓ
で
の
新
機
能
で

　
効
率
的
に
作
業
で
き
そ
う
で
す
。

・選
択
範
囲
の
コ
ツ
が
勉
強
に
な
っ
た
。

・今
後
Ｗｅ
ｂ
な
ど
で
使
用
す
る
上
で
参
考
に
な
り

　
ま
し
た
。

b
参
考
に
な
ら
な
か
っ
た（
3
名
）

◆
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
回
答
者
21
名
）

【セミナー概要】
当日のセミナー内容の一部です。

Creative Cloudの
各DTP関連ツールの
ファイル形式

CCから最新版CC2014はメジャーアッ
プデート扱いとなりファイル形式は更新
されたものとなります。

（1）Illustrator CC
　  最新版セッション 
IllustratorCC最新版の互換性ポリシー  

旧バージョンでサポートされていない機
能は外観は保持されますが編集が不
可能になります。

保存時に互換性を優先する必要があり
ます。また、開く際に統合画像を選択し
ないとレンダリング結果が変更される可
能性があります。

旧バージョンのデータは開く際に変換さ
れますが、互換性を考慮されていない
ためバージョンを統一した運用が必要
です。

（3）InDesign CC
　  最新版セッション
InDesignCC最新版の互換性ポリシー

（2）Photoshop CC,InDesign CC
　  最新版セッション
PhotoshopCC最新版の互換性ポリシー 

CCのクラウドサービスとして提供され
るOpenTypeのフォントです。オンライ
ンから供給されるので、サインインして
利用します。

源ノ角ゴシックの紹介  

（4）Creative Cloudの
　  最新動向のセッション 
Typekitデスクトップフォントの紹介  

Typekitデスクトップフォントとして利用
できる、日中韓各国語と香港および台
湾の文字集合に対応したオープンソー
スフォントです。

第
3
部
／C

reative C
loud

の

最
新
動
向

a
参
考
に
な
っ
た（
15
名
）

・ク
ラ
ウ
ド
の
良
い
実
用
方
法
が
知
り
た
い
。

・互
換
性
に
つ
い
て
気
に
な
って
い
た
こ
と
が
聞
け
た

　
た
め
。

・InD
esign

の
互
換
性
の
説
明
。

・互
換
性

・新
機
能
が
今
す
ぐ
使
え
そ
う
で
す
。

・第
１
〜
３
部
と
も
社
内
で
ま
だ
Ｃ
Ｓ
5
を
使
用
し

　
て
い
た
た
め
。

・こ
れ
か
ら
の
運
営
の
や
り
方
。

・最
新
の
フ
ォ
ン
ト
事
情
が
勉
強
に
な
っ
た
。

・源
ノ
角
ゴ
シ
ッ
ク
の
情
報
は
初
だ
っ
た
の
で
参
考
に

　
な
り
ま
し
た
。

・現
時
点
で
の
活
用
と
い
う
よ
り
今
後
の
活
用
に
向

　
け
覚
え
て
お
き
た
い
内
容
で
し
た
。

b
参
考
に
な
ら
な
か
っ
た（
3
名
）

ｃ
未
回
答（
3
名
）

2
貴
社
で
利
用
さ
れ
て
い
る
メ
イ
ン
バ
ー

　
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

a 

C
C 

2
0
1
4（
6
名
）

b 

C
C 

2
0
1
3（
2
名
）

c 

C
S
6（
2
名
）

d 

C
S
5
以
下（
11
名
）

・自
動
組
版
で
使
用
し
て
い
る
の
で
。

・マ
シ
ン
ス
ペッ
ク
、イ
ン
テ
ル
マッ
ク
第
2
世
代
O
S

　
10・6・8

・Ｏ
Ｓ
バ
ー
ジョン
。プ
リ
ン
ト
出
力
が
完
全
対
応
で
き

　
て
い
な
い（
プ
リ
ン
タ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
未
対
応
な
ど
）。

・制
作
会
社
と
の
互
換
性
を
保
つ
た
め
。

・周
辺
環
境
が
ま
だ
Ｃ
Ｓ
3
〜
5
ま
で
の
対
応
な
の
で
。

・Ｐ
Ｃ
の
制
約（
Ｏ
Ｓ
が
古
い
の
で
）

・入
校
デ
ー
タ
が
Ｃ
Ｓ
5・5
以
下
が
多
い
た
め
。

・取
引
先
と
バ
ー
ジ
ョン
を
合
わ
す
た
め
。

・Ｃ
Ｓ
2
〜
5
ま
で
案
件
に
よ
り
ま
ち
ま
ち
。

3
全
印
工
連
特
別
ラ
イ
セ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
未

　
加
入
の
組
合
員
企
業
様
に
お
伺
い
し
ま
す
。

本
年
も
特
別
ラ
イ
セ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
新
規
募

集
が
あ
り
ま
す
が
、申
込
ま
れ
る
ご
予
定
で
す
か
？

a 

は
い（
1
名
）　

b 

い
い
え（
4
名
） 

c 

検
討
中（
4
名
）　

ｄ 

未
回
答（
12
名
）

・社
長
が
判
断
さ
れ
る
こ
と
な
の
で
。

「Adobeテクニカルセミナー
2015年冬の陣」開催

Adobe Creative Cloud 最新版について

講師の近藤氏（アドビシステムズ社）

次回テクニカルセミナーは2015年7月に開催予定です。

Adobe Creative CloudAdobe Creative Cloud
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委員会レポートINFORMATION

日　時：1月19日（月）午後6時～7時30分
場　所：大阪印刷会館 ４階会議室
出席者：家田委員長 他9名（欠席者13名）
１．開会の挨拶
　浦久保副理事長よりまず新年の挨拶が
あり「本日は、年度末の事業計画を詰めて
いきたい。前回のセミナーでは大変たくさ
んの方にご参加いただき非常にご好評を
いただいた。当委員会は、たくさんの人に
事例をご提供して最終的には、行動に移し
てもらうというのが一番の目的。そういう
方のフォローアップをしていきたい」と発
言があり、引き続き家田委員長より「本日
は、２月、３月のセミナー開催について詰め
ていきたい。“印刷道”を通して組合員様の
企業が右肩上がりになるように情報発信
しながら実践に繋げていっていただけたら
と考えています」との新年の挨拶があり議
案審議に入った。
２．報告事項
（１）平成２６年１２月２日開催 第１弾“印刷道
塾”（情報発信）セミナー開催報告
①セミナー記事
②セミナー終了後受講者アンケート
③パネラーに寄せられた
　（セミナー休憩時間に回収）質問回答集
　家田委員長より資料を基にセミナー報
告があり、当日のセミナーの流れや次回開
催に向けての意見交換を行った。主な意見
は次の通り。
・セミナー時間を３０分延長してはどうか。
・休憩時間に質問事項を受け付けるタイミ
ングについて、思っている以上に質問がた
くさんあり、１０分間の休憩で精査し、読み
込んでその後の展開が難しい。２つか３つ
にピックアップしてその他の質問はプリオ
の誌面上かＨＰに掲載していきたい。
・パネラーの方の人間性が出ていて良かっ
た。おもしろい企画だったと思う。
・セミナーで寝ている人はいなかった。メモ
をとっている人が多かった。時間も２時間
でちょうどよかった。休憩を少しのばしてみ
てはどうか。パネラーは３名がいい。
・実際のビジネスなのでリアル感があり、
非常によかった。
・タイムキーパーがいるのでは。
・パネラーの自社説明等（例えば創業何年、
就業人員何名等）をプレゼンテーションの

中に入れると親近感が増すと思う。
・プレゼンテーション等どういうふう
に進めるかは各社の個性だと思う。
・コーディネーターの方が３つの切
り口を共有していたのが良かった。
まとめる上でも焦点が合っており
時間のない中で共通点を絞れてい
たのでよかった。次のパネラーの
方々とも事前に共通点を共有する
ことが大事だと思う。

上記のように各委員より様々な意
見や感想、要望等の発言があった。

３．協議事項
（１）第２弾“印刷道塾”（情報発信）セミナー
開催について
　下記のとおり開催が決定した。

【セミナー内容】（テーマ）第２弾“印刷道塾”
（情報発信セミナー）印刷道塾開講します！ 
経営・マーケティングのヒントをつかもう～
そこまで言っていいんかい！～
【次　第】第１部「印刷道とは」（２）（15分）第２
部パネルディスカッション（約1時間40分）
【日　時】平成27年2月26日（木）午後6時
～8時（約２時間）
【場　所】太閤園3階ダイヤモンドホール
【受講料】無料（関連企業及び他工組組合
員も無料）
　　　
　第２部のパネラーについては、３名が決
定した。今回は、二口委員と宮田（玲）委員、
もう１名は、プリオ（平成26年3月号）の“印
刷道”に掲載されている「マーチング」とい
う活動を通して地元での新たな情報サー
ビスを展開実践している㈲林印刷所の代
表取締役社長の林伸明氏に決定した。

（２）「PRI・O」“印刷道”執筆について
　執筆者について推薦いただける企業（大
印工組合員）の情報提供を委員に尋ねたと
ころ、組合員数社のお名前が挙がり、平成
27年６月号の執筆者については、小脇委員
が何社か直接執筆依頼することとなった。

（３）今後の委員会開催日程及びセミナー
開催について
　次回の公式委員会は平成２７年３月に懇
親会を兼ねて開催をする予定。ただ、２月
26日のセミナーの参加状況について２月
に一度、委員で集って一旦集計をとり周知
活動や段取り等を最終確認するために出
席できる委員だけ（非公式）で集ることと
なった。日程は下記のとおり。

〔日時・場所〕2月16日（月）午後7時～（１時
間程度） 大阪印刷会館３階会議室にて

　家田委員長より「第２弾のセミナー開催
が２月２６日に決定し、その後今期最後の
“印刷道”のまとめとして全印工連より講師
を派遣し“印刷道 実践セミナー”を３月中
旬頃に開催し今期の委員会を終了したい」
との発言があり、その後、浦久保副理事長
よりこのセミナーの補足説明があった。
3月開催予定としているセミナーについて
委員に承認を求めたところ異議なく承認
された。

　詳細については下記のとおり。

【セミナー名】“印刷道実践セミナー”（全印
工連組合支援セミナー）
【所要時間】３時間(午後５時～８時を予定)
【受講対象者】経営者、経営幹部、後継者
【講師名】㈱ビジネスコミュニケーション研
究所 田中信一氏
【要　旨】冊子「印刷道」に掲げられている「ソ
リューション・プロバイダー」の意義や「ソ
リューション・プロバイダーの６類型」の講義
を行い、その後ワークショップでは６つの戦
略から自社に適合する戦略を選択し、実践に
つなげる計画書を策定していただく。

　開催日時等については、大印工組の行事
予定と調整し後日、報告することとなった。

４．事務局からの報告事項　
　今後、開催される各セミナーやイベント
の案内があった。

　以上で議事は終了し、午後7時30分に
閉会となった。

（次回日程）
日時：平成27年3月予定　場所：未定
議題：後日開催案内にて連絡

（報告：事務局）

経営革新・マーケティング委員会

“印刷道塾”セミナー開催を
中心に討議

委員会レポートINFORMATION

　第6回組織活性委員会（石井和貴委員
長）が1月23日(金)午後6時よりｏｔｔｏ ｎｏｖｅ
北新地店で開かれ23名が出席した。
　まず検討依頼事項として①交流小委員
会について、森本副委員長より説明があっ
た。平成27年2月8日(日)のボウリング大
会の参加申込状況については現在78名で
後、１支部より参加申込書の連絡をいただ
けることになっている。ボウリング大会役割
分担(案)並びにボウリング大会景品一覧
(案)については資料を基に説明し出席者
の了承を得た。今後の交流事業について
は今年度同様プロ野球観戦2試合(交流戦
6月、阪神主催試合8月)を予定している。秋
には家族で参加できる企画を考えたい。ゴ
ルフについては支部対抗ゴルフ大会を平
成27年6月2日（火）聖丘カントリー倶楽部、
大阪印刷産業人ゴルフ大会を平成27年
10月14日（水）現在会場未定。
　②組織小委員会について、岡本副理事
長より60周年記念事業「組合員増強キャン
ペーン」進捗状況について説明を行った。
1月21日現在、入会が11社、Ａ（2社）、Ｂ（5
社）、Ｃ（9社）、Ｄ（12社）となっている。残り僅
かとなった増強キャンペーンを終了するま
でには最低入会20社を目標に頑張ろうと
思っているので、委員の皆様も追い込みの
方、宜しくお願いしたい。
　③共済小委員会について事務局より説
明。（1）共済キャンペーンについて、本年度
9月1日より共済キャンペーンを実施して

いるが、なかなか実績が上がっておらず、
厳しい状況。生保・損保の担当者が各支部
の忘年会、新年会等にお邪魔してPRを行っ
て加入率アップに繋げたいので、協力を呼
びかけた。（2）支部担当生保変更について、
三井生命保険㈱担当者より支部担当生保
変更の依頼があり、日本生命保険(相)担当
者に打診した結果、了承いただいた旨を説
明し、出席者の了承も得た。※平成27年1月
24日(土)より（旧）摂陽支部(日本生命)
⇒⇒⇒（新）摂陽支部(三井生命)。
　報告連絡事項として、事務局より、今後
の法律・税務・労務相談の日程をプリオに
載せているので、ぜひ活用いただきたいと
説明。なお、平成27年度より法律顧問の弁
護士が山口昌之弁護士から佐古祐二弁護
士に交代になり、弁護士による相談は、基本

的に毎月第３水曜日に変更になる旨を説明
し、引き続き、①各生保・損保担当者から活
動報告等について報告があった。②岡本副
理事長より大印工組60周年記念事業につ
いて、事務局より3月4日に開催する教育・
研修委員会「見える化」セミナー、2月20日
に開催する「CSRブランディング」セミ
ナー、3月17日に開催する「情報セキュリ
ティ・危機管理対応システム及び制度につ
いての3本立て説明会」について報告が
あった。
　以上で議事は終了し、石井委員長の乾
杯で懇親会へと移った。委員間で様々な意
見交換が行われた後、川畑副委員長の閉
会の挨拶で午後8時20分に閉会となった。

（報告：事務局）

組織活性委員会

各小委員会について
検討事項などを協議
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CSR推進委員会INFORMATION

　第4回ＣＳＲ推進委員会のセミナーが、1月
23日大阪印刷会館4階大会議室で開催さ
れ、日印工連特別顧問の寺田勝昭先生によ
る「印刷事業所の化学物質管理｣について
の講演があった。
　山崎委員長の開会の挨拶があり、今回は
兵庫工組、奈良工組の多数の出席に対して
お礼の言葉を述べて、続いて寺田先生の
紹介の後、本題の講演をしていただいた。
　校正印刷会社で発生した胆管がん事案
は印刷業にとって青天の霹靂であると共
に、多数の尊い命を犠牲にしたことは大い
に反省するところである。日印産連では業
界を挙げて作業環境の安全対策や原因究
明に全力で取り組んできたところである。
国が行っているレセプト調査ではオフセット
印刷と胆管がんの有意性は見られなかった

ようである。今後は有機溶剤の有害性を認
識して、労働安全衛生管理体制の必要性を
力説された。
　労働局では、今年と来年にかけて全ての
印刷会社に対し、有機溶剤の取り扱いが改
善されているか否かの調査が一回以上実
施されるそうである。全体的には少しずつ
改善はされているがベストではないようで
ある。労災事案を未然に防ぐには早急の改
善の必要性が迫られている。
　有機溶剤やＶＯＣと言った化学物質は、
印刷作業を行う上で必要不可欠な物質で
あるが、使い方を誤ると有害物質となる。
　日印産連では、東京の印刷会社5社の協
力で有機溶剤からの有害物質発生の測定
が実施された。総括的には、ＶＯＣも低濃度で
作業環境基準を大幅に下回る作業環境で
あったが、インキローラー洗浄の際、洗浄剤
の使用量等で濃度も高くなったようである。
　健康被害を無くしていくには、作業場内
の空調システムの改善や洗浄剤の使用量、

容器の改善も必要である。メーカーでは
ＶＯＣ警報装置も開発中とのこと。
　改善と一言で言ってもすぐには難しい面
もあるが、事業規模に合わせてできるとこ
ろから取り組んでいって、胆管がん発生に
より、印刷職場が汚染された職場といった
認識から脱却しなければならない。
　このような難しい問題を限られた誌面で
は全ての紹介が不可能であるが、解決策と
してのセミナーが今後も予定されている
ので、他人事と思わずぜひ積極的に受講し
てほしい。
　安平副理事長より閉会の挨拶があり、
「本日のセミナーの内容は複雑で難解な部
分もあったが、自分の体を守り、仲間の体を
守り、会社を守るためには、日本の法律の
もとでは取り組まざるを得ない問題である
ので業界全体の意識を高めなければなら
ない｣と述べられた。午後5時40分閉会と
なった。

（CSR推進委員会 佐々木康大）

印刷事業所の化学物質管理

胆管がん問題発生後、
印刷業界はどう変わったか

CSR推進委員会INFORMATION

　 大阪府印刷工業組合（吉田忠次理事長）
は２月１４日（土）13時から㈱勝田製作所に
おいて、大阪印刷関連団体協議会（吉田忠
次会長）・大阪府紙工協同組合（寺井正理事
長）が開催している「第18回断裁機安全講
習会」に１６名（総勢68名）が参加した。12時
３０分過ぎから参加者が集まり始め、会場
は参加者でほぼ埋め尽くされた。
　定刻になり大阪府紙工協同組合 澁谷

常務理事の司会で開会し、㈱勝田製作所
勝田忠司代表取締役社長より挨拶があっ
た。今回も昨年に引きつづき、元ハイデル
ベルグ・ジャパン㈱の栗本千代治氏による
「シャーの安全装置または安全囲いの種
類、構造及び点検」をテキストにした机上講
習の後、受験者への安全講習試験（特級
～３級の各試験）が行われた。試験終了後
約50分間の実技講習を実施した。
　実技講習では、断裁師として大阪市名工、
なにわの名工などを受賞する寺井正理事
長と第１回断裁師技能コンクール知事賞
受賞の寺井孝文氏を講師に、紙の揃え方

や揃え機から断裁機までの紙の移動・
セッティングについての実技講習が行わ
れ、特に経験の浅い参加者からは「オペ
レーターにとって大きな参考になった」と
いう声があった。
　引き続き、角免嘉邦氏による第12回
フォークリフト研修会、大阪市名工・包装梱
包・知事賞、市長賞を取得されている杉本
輝雄氏による第10回包装梱包研修会、
最後に栗本千代治氏による第14回折研
修会も併催された。
　その後、18時にお開きとなった。

（報告：事務局）

第18回 断裁機安全講習会

断裁機の知識や
安全作業のポイントを実技講習

断裁機セミナー風景

寺井孝文氏による断裁機の実技講習寺井正理事長勝田社長

栗本氏による折研修会角免氏によるフォークリフト研修会断裁機の実技講習

寺田先生

山崎委員長
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大印工組 平成26年度 第3回 支部長会レポート

60
周
年
記
念
事
業
の
成
功
と
組
合
員
増
強
や

支
部
の
活
性
化
に
向
け
て
協
議

　

吉
田
理
事
長
挨
拶
後
、岡
本
副
理

事
長
が
議
長
と
な
り
議
事
を
進
行
。吉

田
理
事
長
の
挨
拶
の
中
で
は
、ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
への
協
力
要
請
と
６０
周
年

記
念
事
業
実
行
委
員
会
組
織
の
説
明

が
あ
っ
た
。ま
た
、６０
周
年
記
念
事
業
に

つ
い
て
は
作
道
６０
周
年
記
念
事
業
実

行
委
員
会
副
委
員
長
か
ら
説
明
い
た

だ
く
旨
の
説
明
が
あ
り
、協
議
に
入
っ

た
。

【
会
議
内
容
】

１
．協
議
事
項

（
１
）60
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

　

作
道
実
行
副
委
員
長
か
ら
、６０
周

年
記
念
事
業
の
ビ
ジ
ョ
ン「
健
全
な
印

刷
業
界
を
次
世
代
に
継
承
す
る
」と
い

う
こ
と
の
具
体
的
な
考
え
と
組
合
の

役
割
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、各
支
部

長
へ
６０
周
年
記
念
事
業
への
協
力
を
要

請
し
た
。

　
そ
の
後
、各
部
会
長
よ
り
現
在
の
部

会
活
動
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。

①
記
念
誌
刊
行
部
会
／「
記
念
誌
の

基
本
レ
イ
ア
ウ
ト
や
過
去
の
デ
ー
タ
整

備
等
着
々
と
進
ん
で
い
る
。今
後
各
委

員
会
の
委
員
長
か
ら
の
活
動
や
座
談

会
の
記
事
作
成
に
進
ん
で
い
き
た
い
」

（
東
條
部
会
長
）　

②
式
典・懇
親
部
会
／「
記
念
式
典
で

は
記
念
講
演
を
引
き
継
い
で
こ
の
業

界
の
あ
る
べ
き
道
筋
を
提
示
、祝
賀
会

で
も
世
代
を
超
え
た
交
流
を
テ
ー
マ
と

し
て
部
会
で
詳
細
な
検
討
に
入
って
い

る
」併
せ
て
事
前
告
知
チ
ラ
シ
の
内
容

を
説
明
。（
浦
久
保
部
会
長
）　　

③
総
務・渉
外
部
会
／「
現
在
協
賛
広

告
募
集
は
、組
合
員
外
の
関
連
企
業
対

象
に
お
願
い
に
回
って
い
る
。2
月
に
目

途
を
つ
け
、そ
の
後
組
合
員
の
皆
さ
ん

に
お
願
い
し
た
い
」併
せ
て
部
会
と
し
て

の
役
割（
式
典
費
用
の
調
達
と
表
彰
内

容
の
検
討
）を
説
明
。（
岡
本
部
会
長
）

日　
時
：
1
月
14
日（
水
）午
後
5
時
〜
6
時
30
分

場　
所
：
大
阪
印
刷
会
館（
４
階
大
会
議
室
）

出
席
者
：
三
役・支
部
長・事
務
局（
23
名
）

　
岡
本
議
長
よ
り
、議
題
で
あ
る
協
賛

広
告
依
頼
に
つ
い
て
討
議
が
進
め
ら

れ
、「
５０
周
年
時
の
広
告
出
稿
関
連
企

業
の
一
部
に
つ
い
て
は
三
役・常
務
理
事

で
担
当
役
割
先
を
決
め
て
い
る
。各
支

部
長
の
皆
様
に
は
、そ
れ
以
外
の
所
へ

の
協
賛
広
告
依
頼
を
お
願
い
し
た
い
」

と
の
説
明
が
あ
り
、協
賛
広
告
依
頼
先

リ
ス
ト
に
基
づ
い
て
詳
細
な
報
告
と
確

認
が
行
わ
れ
た
。各
支
部
長
と
の
依
頼

先
の
調
整
は
、議
題（
３
）の「
支
部
の

活
性
化
と
活
動
に
つ
い
て
」で
併
せ
て

討
議
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
２
）組
合
員
増
強
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て

　
岡
本
議
長
よ
り
、平
成
27
年
１
月
１４

日
現
在
の
組
合
員
数
及
び
就
業
員
数

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、「
60
周
年
組

合
員
増
強
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」に
つ
い
て
の

討
議
に
入
っ
た
。ま
ず
、議
長
か
ら
各
支

部
か
ら
の
増
強
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
対
象
先

推
薦
リ
ス
ト
に
基
づ
い
て
詳
細
な
説
明

が
あ
り
、「
当
キ
ャン
ペ
ー
ン
は
１０
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
が
、現
在
新
た
に
１０
社
の

組
合
への
加
入
が
あ
っ
た
。残
す
と
こ
ろ

２
ヶ
月
と
な
って
い
る
が
、今
か
ら
で
も

遅
く
な
い
の
で
、推
薦
リ
ス
ト
を
挙
げ
て

貰
い
た
い
」と
の
強
い
要
請
が
あ
っ
た
。

各
支
部
の
着
地
見
込
み
は
、議
題（
３
）

の「
支
部
の
活
性
化
と
活
動
に
つ
い
て
」

で
併
せ
て
討
議
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
3
）支
部
の
活
性
化
と
活
動
に
つ
い
て

　

岡
本
議
長
よ
り
、各
支
部
長
に「
協

賛
広
告
依
頼
先
」及
び「
組
合
員
増
強

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」と
併
せ
て
支
部
の
活
動

状
況
につい
て
の
確
認
依
頼
が
あ
り
、各

支
部
長
か
ら
報
告
が
な
さ
れ
た
。

・賛
助
会
員
制
度
が
あ
り
、１
社
検
討

　
中
。組
合
員
と
し
て
も
１
社
加
入
の
可

　
能
性
が
あ
る
。広
告
は
個
人
レ
ベ
ル
で

　
対
応
可
能
。

・１
社
退
会
。賛
助
会
員
と
し
て
２
社
見

　
込
み
。広
告
につい
て
２
社
依
頼
で
き
る
。

・若
手
２
社
加
入
。２
世
会・支
部
の
活

　
性
化
が
図
れ
た
。１
社
見
込
み
、１
社

　
声
掛
け
中
。広
告
は
１
社
援
護
射
撃

　
が
可
能
。

・若
手
副
支
部
長
４
名
に
よ
り
活
性
化

　
が
図
れ
た
。増
強
A
ラ
ン
ク
は
直
接
お

　
願
い
に
行
く
。広
告
担
当
分
は
了
承
を

　
とった
。

・１
社
加
入
、残
り
対
象
２
社
。支
部
内

　（
間
）の
会
員
紹
介
実
施
。広
告
対
象

　
先
を
P
U
S
H
、支
部
内
は　
展
開
中
。

・総
会
案
内
返
信
で
は
次
世
代
名
が
多

　
く
なった
。合
併
は
地
固
め
中
。１
社
加

　
入
、残
り
２
〜
３
は
難
航
。広
告
は
１
社

　
依
頼
。

・動
き
が
な
く
、１
社
退
会
の
可
能
性
あ

　
り
。合
併
に
つ
い
て
は
も
う
少
し
時
間

　
が
必
要
。

・人
数
減
の
中
、１
月
１
社
退
会
。個
人

　
的
な
知
り
合
い
に
も
積
極
的
に
声
を

　
掛
け
て
増
強
に
あ
た
り
た
い
。

・２
年
で
４
〜
５
社
退
会
、次
世
代
に
な

　
る
と
退
会
す
る
。年
４
回
の
公
式
行
事

　
の
参
加
も
減
って
お
り
、膠
着
状
態
に

　
あ
る
。

・３
社
加
入
、逆
に
退
会
予
備
軍
も
あ

　
る
。支
部
会
費
及
び
本
部
経
費
に
つ
い

　
て
、理
解
の
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
。

・増
強
と
は
逆
行
の
状
況
。１
社
廃
業
、

　
２
〜
３
月
後
退
会
の
申
し
出
も
あ
る
。

　
協
賛
広
告
１
社
依
頼
先
あ
り
、他
も

　
確
認
す
る
。

　
そ
の
他
、組
合
員
向
け
広
告
、関
連

企
業
協
賛
広
告
の
デ
ー
タ
締
め
切
り

日
、支
払
い
日
に
つ
い
て
の
説
明
と
確
認

が
あ
っ
た
。

２
．事
務
局
か
ら
の
報
告
事
項　
　

　

各
担
当
副
理
事
長
か
ら
、担
当
支

部
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
じ
め
、ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
や
各
セ
ミ
ナ
ー
の
案
内
が
あ
っ

た
。P
R
I・O
担
当
支
部
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
は
、そ
の
支
部
の
人
数
も
考

慮
し
て
欲
し
い
と
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。後
に
午
後
6
時
30
分
に
閉
会
し

た
。そ
の
後『
双
龍
居
』へ
と
場
所
を
移

し
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。

（
次
回
日
程
）日
時
／
平
成
27
年
6
月

17
日（
水
）午
後
3
時
〜 

場
所
／
未
定

議
題
／
後
日
開
催
案
内
に
て
連
絡

（
報
告 

事
務
局
）
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私
た
ち
が「
安
心
」を
お
届
け
し
ま
す
！
ぜ
ひ
、共
済
制
度
に
ご
加
入
く
だ
さ
い
！

　
こ
の
度
、大
阪
府
印
刷
工
業
組
合

の
生
命
共
済
制
度
の
担
当
と
し
て
、

“

ラ
イ
フ
ピ
ア”

な
ら
び
に“

経
営
者

保
険”

を
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
大
同
生
命
の
西
原
絵
里
子
で

す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、私
の
趣
味
？
は
、い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
が
、今
回
は
、

“

お
酒
が
好

き”

と
い
う
こ
と
を
ご
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。家
族
み
ん
な
お
酒
が

好
き
で
、主
人
と
２
人
の
息
子
と
４

人
で
お
酒
を
い
た
だ
き
ま
す
。お
酒

自
体
も
好
き
で
す
が
、酔
って
フ
ラ
ン

ク
な
雰
囲
気
で
話
し
て
い
る
時
間

が
、私
の
お
気
に
入
り
で
す
。で
す
か

ら
、い
つ
も
少
し
飲
み
過
ぎ
て
し
ま
い

ま
す（
笑
）。ま
た
、ワ
イ
ン
や
ウ
イ
ス

キ
ー
の
試
飲
会
に
参
加
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。皆
様
も
機
会
が
あ
れ

ば
、ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
ん
な
私
で
す
が
、組
合
員
の
皆

様
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う

一
生
懸
命
活
動
し
て
参
り
ま
す
の

で
、何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

昨
年
9
月
か
ら
、共
済
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
住
友
生
命
保
険
相
互
会

社
の
永
野
と
申
し
ま
す
。よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
は
、お
時
間
を
少
し
い
た
だ

き
、生
命
共
済
制
度“

ラ
イ
フ
ピ
ア”

の
P
R
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。こ
の
制
度
を
ご
存
知
で
な
い

方
が
数
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
の
で
、今
年
は
、昨
年
以
上
の

活
動
と
よ
り
多
く
の
皆
様
に
知
って

い
た
だ
け
る
よ
う
精
進
し
て
参
り
ま

す
の
で
、引
き
続
き
ご
指
導
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、私
事
で
す
が
、趣
味
は

カ
ラ
オ
ケ
と
お
酒
を
嗜
む
こ
と
で

す
。カ
ラ
オ
ケ
の
１８
番
は
西
野
カ
ナ

さ
ん
で
、日
本
酒
が
好
き
で
す
。今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

初
め
ま
し
て
。本
年
度
か
ら
天

親
支
部
さ
ん
を
担
当
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
日
本
生
命
保
険
相
互

会
社
の
山
川
章
子
と
申
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。出
身
は

河
内
長
野
市
で
、事
務
局
の
担
当

者
の
方
と
一
緒
で
す
。

　

山
登
り
が
好
き
な
両
親
の
影
響

も
あ
り
、幼
い
こ
ろ
か
ら
近
く
の
金

剛
山
や
葛
城
山
に
登
る
経
験
が
多

く
現
在
で
も
休
日
に
は
趣
味
を
兼

ね
て
登
って
い
ま
す
。

　

生
命
保
険
の
外
交
の
枠
を
越
え

て
、人
に
役
立
つ
こ
と
を
一
番
に
考

え
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
フ
ェ
イ
ス

ｔｏ
フ
ェ
イ
ス
を
大
切
に
し
、頼
り
に

さ
れ
る
よ
う
な
担
当
者
に
な
れ
る
よ

う
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
き

た
い
と
思
って
お
り
ま
す
。

　

な
お
、保
険
で
お
困
り
の
方
は
、

お
声
掛
け
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
お
伺

い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

初
め
ま
し
て
。昨
年
度
か
ら
東
大

阪
支
部
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
第
一
生
命
保
険
株
式
会

社
布
施
支
社
柏
原
営
業
オ
フ
ィ
ス

の
小
西
晃
子
と
申
し
ま
す
。よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
は
入
社
3
年
目
に
入
り
ま
し

た
。お
客
様
が
増
え
て
い
く
に
つ
れ
、

更
に
責
任
感
も
増
え
て
い
く
仕
事

だ
な
と
思
い
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、私
の
趣
味

は
、旅
行
に
行
く
こ
と
で
す
。昨
年

は
、沖
縄
、高
知
、徳
島
、香
川
、島

根
等
多
く
の
仲
間
と
楽
し
い
旅
を

し
て
き
ま
し
た
。お
す
す
め
の
観
光

地
や
お
い
し
い
お
店
な
ど
紹
介
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

　

O
N
も
O
F
F
も
ず
っ
と
、O
N

み
た
い
な
感
じ
の
生
活
で
す
が
、充

実
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
お
役
に
立
て
る
よ
う

に
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

組織活性委員会 共済PR

【
大
同
生
命
】 

西
原 

絵
里
子

【
住
友
生
命
】 

永
野 

千
賀
子

【
日
本
生
命
】 

山
川 

章
子

【
第
一
生
命
】 

小
西 

晃
子

　
ご
無
沙
汰
し
て
お
り
ま
す
。三
井

生
命
保
険
株
式
会
社
の
中
島
憲
子

で
す
。

　

今
ま
で
印
刷
組
合
様
を
担
当
し

て
お
り
ま
し
た
が
2
年
間
離
れ
て
お

り
ま
し
た
。今
年
か
ら
復
活
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。私
は
今

年
で
入
社
10
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
離
れ
て
い
た
分
、取
り
戻
す

た
め
に
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
北
支
部
の
組
合
員
企
業
様

を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
、０
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、低
額
で
ご
加
入
い
た
だ
け
る

生
命
共
済
制
度“

ラ
イ
フ
ピ
ア”

の
ご

案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、趣
味
は
ペッ
ト
と
遊
ぶ
こ
と

で
す
。犬
も
猫
も
好
き
で
す
が
ど
ち

ら
か
と
言
え
ば
猫
派
で
す
。仕
事
が

休
み
の
時
は
、公
園
で
ペッ
ト
と
散

歩
し
癒
さ
れ
て
お
り
ま
す
。こ
ん
な

私
で
す
が
、一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す

の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
三
井
生
命
】 

中
島 

憲
子

R

経営者保険のおすすめ
大阪府印刷工業組合の会員さまをお守りする

タイプ

経営者が重大疾病（がん・急性心筋梗塞・脳卒中）にかかった時のリスクとは？

大同生命の◉無配当年満期定期保険（無解約払戻金型）
　　　　　◉無配当歳満期定期保険
　　　　　◉無配当重大疾病保障保険 

【
既
存
の
商
品
】

○保障を重視し、大阪府印刷工業組合の組合員さま向けに団体料率を適用した割安な保険料で
　当面必要な保障を確保 ※この保険には、解約払戻金・満期保険金・配当金はありません。
○保険期間の満了時には、所定の範囲で自動的に更新され、最長８０歳まで保障を継続
　※更新後保険料は、更新時の被保険者様の年齢や保険料率で計算され、更新前に比べ通常高くなります。
○法人が負担する保険料は、全額損金に算入
　※法人税基本通達9-3-5.9-3-6の2に基づいています。

無配当年満期定期保険
（無解約払戻金型）

Lタイプ ○最長１００歳まで続く安心の長期保障に資産形成機能をプラス
　※この保険には、満期保険金・配当金はありません。
　 ※解約払戻金は保険期間の経過に応じて一定期間は増加しますが、保険期間満了が近づくにつれ減少し、満了時には
　　 ０になります。また、解約払戻金はほとんどの場合、払込総保険料を下回ります。
○急な資金調達や経営資金・退職金の財源の一部としてのご活用に
　※経営状況により急な資金が必要になったときは、契約者貸付制度（現金貸付）を利用できます。
　※途中解約もしくは保険金を減額した場合、解約払戻金を受取ることができます。詳細は『ご契約のしおり』をご確認ください。
○保険料の損金算入により、法人税などの負担を軽減
　※法人税基本通達9-3-5国税庁法令解釈通達平成20年2月28日課法2-3、課審5-18による。

無配当歳満期定期保険

Jタイプ

【
新
た
な
商
品
】

○所定の重大疾病（がん・急性心筋梗塞・脳卒中）による約款所定の状態の場合、
　重大疾病保険金を支払います。
○契約者が法人か所定の個人事業主（契約者と被保険者が同一に限る）の場合、
　最高１億円までご加入いただけます。
　※個人の場合は、被保険者お１人最高２，０００万円まで加入いただけます。
○保険料の損金参入により、法人税などの負担を軽減
　※法人税基本通達9-3-5国税庁法令解釈通達平成20年2月28日課法2-3、課審5-18による。

○療養が必要で一時不在を余儀なくされた場合
　◎経営者の信用と手腕で経営が成り立っていた場合、療養に伴い職場を離れることで、売上が減少し、固定費負担が重くなることも
　　（買掛金や手形の決済、家賃やリース料の負担が深刻に）
　◎会社幹部や従業員の給与支払の財源が不足することも
○回復が困難でリタイアせざるをえなくなった場合
　◎退職に伴う経営者の交代で、後継者が事業を軌道に乗せるまで（一時的に売上が減少し）、引き継いだ借入金の返済が困難になることも
　◎後継者がいないため会社を清算する場合、借入金を一括返済する必要があることも
　◎事前準備（財源の確保）をしていない場合は、退職金の支給ができないことも

無配当重大疾病保障保険

お問い合わせは
大同生命保険株式会社 大阪支社
〒530-0005 大阪府大阪市北区中之島３丁目３番３号
TEL：06-6441-0131　FAX：06-6445-7756

引受保険会社

大印工組の組合員様専用の保険商品が新たに１つ追加されました！！

NEW

※この商品には、高度障がい保険金、満期保険金、配当金はありません。
※万一の場合は、死亡時の解約払戻金と同額を死亡給付金として支払います。
※重大疾病保険金または死亡給付金のいずれかが支払われた場合、契約は消滅し、重複して支払いません。
※解約払戻金は保険期間の経過に応じて一定期間は増加しますが、保険期間の満了が近づくに応じて減少し、満了時には、０になります。
　また、死亡給付金・解約払戻金はほとんどの場合払込総保険料を下回ります。
※「がんの給付責任開始日」は「がん以外の給付責任開始の日」から９０日経過した日の翌日です。
※この資料の「重大疾病」とは、大同生命所定の疾病を表すものであり、重篤とされる全ての疾病を含むものではありません。

※加入資格について、この資料は、大同生命と所定の契約を締結していただいている団体または集団の所属員であるなど所定の加入資格を満たしている方のみ
　ご加入いただける内容にて記載しております。ご加入後に団体の加入資格を喪失した場合などには、保険料の引き上げなどのお取り扱いとなる場合があります。
※この資料は、平成２７年２月現在の商品内容・税制に基づいて記載しており、将来変更となる場合があります。
※ご検討・ご契約にあたっては、「設計書［契約概要］」「注意喚起情報」「ご契約のしおり」「約款」を必ずご覧ください。　　　　E－26-215-S（平成27年2月13日）
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品質ＵＰ、作業効率ＵＰ、新技術への挑戦

27発目

岩倉印刷紙業株式会社  専務取締役　岩倉 大介
　

岩
倉
印
刷
紙
業
の
岩
倉
で
す
。

当
社
で
は
食
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
メ
イ

ン
に
生
産
を
行
って
い
ま
す
。

　

昨
今
、異
物
混
入
な
ど
食
品
の
安

全
に
つ
い
て
メ
デ
ィ
ア
で
大
き
く
報
じ

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
品
質
に
お
い
て
も

お
客
様
か
ら
の
要
望
が
非
常
に
厳
し

く
大
変
苦
労
し
て
い
ま
す
。

　

当
社
で
は
、マ
ン
ロ
ー
ラ
ン
ド
製
の

菊
全
７
色
＋
コ
ー
タ
ー
機
が
３
台
あ

り
ま
す
が
、こ
の
う
ち
１
台
は
油
性
イ

ン
キ
使
用
、残
り
２
台
が
Ｕ
Ｖ
／
油

性
の
兼
用
機
で
す
。検
査
機
も
付
い

て
い
ま
す
の
で
、油
性
の
場
合
、機
械

内
の
油
落
ち・水
落
ち・ほ
こ
り
等
の

発
見
は
で
き
ま
す
が
、デ
リ
バ
リ
ー
後

の
コ
ス
レ・パ
ウ
ダ
ー
落
ち・ブ
ロッ
キ
ン

グ
に
つ
い
て
は
人
間
の
目
で
の
確
認
に

な
り
ま
す
。こ
れ
で
は
品
質
の
安
定
を

専務取締役  岩倉 大介

図
る
こ
と
が
で
き
ず
、ま
た
作
業
効

率
も
非
常
に
悪
く
な
り
ま
す
。当
社

で
は
将
来
を
見
据
え
、５
年
計
画
で

全
商
品
を
油
性
印
刷
か
ら
Ｕ
Ｖ
印
刷

へ
移
行
す
る
こ
と
を
決
断
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、３
月
に
菊
全
７
色
＋
コ
ー

タ
ー（
Ｕ
Ｖ
仕
様
）KBA

Rapida 

1
0
6
型
機
を
導
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。今
回
は
、Ｋ
Ｂ
Ａ
の
機
械

導
入
に
至
っ
た
理
由
を
ご
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

品
質
面

イ
ン
ラ
イ
ン
カ
ラ
ー
マッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
刷
取
り
の
濃
度
を

測
り
、色
あ
わ
せ
を
数
回
行
い
ま
す
が
、

イ
ン
ラ
イ
ン
で
は
刷
取
り
の
咥
側
に

3
ミ
リ
の
カ
ラ
ー
パッ
チ
を
付
け
る
こ

と
に
よ
り
濃
度

を
測
り
、Ｌ
Ａ
Ｂ

シ
ス
テ
ム（
三
次

元
測
定
器
）で

人
間
の
目
で
見

る
の
に
近
い
状

態
で
印
刷
物
を

認
識
し
、自
動

で
色
あ
わ
せ
を

行
い
ま
す
。

　
ま
た
、印
刷
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら

終
了
す
る
ま
で
過
去
１０
枚
の
色
の
平

均
値
を
取
り
、次
の
印
刷
物
に
反
映

さ
せ
ま
す
の
で
色
の
安
定
が
確
保
で

き
ま
す
。

作
業
効
率

準
備
時
間
の
短
縮

　

各
印
刷
ユニッ
ト（
コ
ー
タ
ー
）を
そ

れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ボ
ー
モ
ー
タ
ー
が
独

立
し
て
駆
動
す
る
た
め
、刷
版
交
換

（
約
５０
秒
）、圧
胴
洗
浄（
４
分
）、ブ

ラ
ン
ケ
ッ
ト
洗
浄（
３
分
）、ロ
ー
ラ
ー

洗
浄（
１
分
）が
全
て
同
時
並
行
で
行

え
ま
す（
た
だ
し
イ
ン
キ
壺
洗
い
を

除
く
）。準
備
時
間
は
４
分
で
終
了

し
ま
す
。

高
速
化

　

突
き
針
、引
き
針
を
使
わ
な
い
サ

イ
ド
レ
ー
不
要
機
構
で
、フ
ィ
ー
ダ
ー

か
ら
送
ら
れ
て
き
た
用
紙
の
位
置
を

機
械
が
検
知
し
、こ
れ
に
同
期
し
て

前
当
の
グ
リ
ッ
パ
ー
バ
ー
が
左
右
に

動
い
て
用
紙
を
安
定
的
に
運
ん
で
い

く
機
構
の
た
め
、最
高
１
８
，０
０
０

枚
／
時
の
高
速
化（
当
社
で
は
１
５
，

０
０
０
枚
の
予
定
）が
可
能
に
な
り

ま
す
。

コ
ー
タ
ー

　
３
種
類
の
ア
ニ
ロッ
ク
ス
ロ
ー
ラ
ー

が
機
械
に
内
蔵
さ
れ
て
お
り
、色
見

台
の
ボ
タ
ン
操
作
だ
け
で
自
動
交
換

で
き
ま
す
。そ
の
た
め
に
最
適
な
ア
ニ

ロッ
ク
ス
ロ
ー
ラ
ー
を
時
間
を
か
け
ず

に
選
択
で
き
ま
す
。

爪
調
整
不
要

　
０
．０
０
４
ミ
リ
か
ら
１
．２
ミ
リ
ま

で
の
用
紙
厚
に
対
応
、爪
台
の
高
さ

調
整
は
一
切
不
要
で
用
紙
変
更
時
の

生
産
性
も
高
く
な
り
ま
す
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
連
動
で
高
生
産
性

　

各
印
刷
ユ
ニッ
ト
前
に
取
り
付
け

ら
れ
た
カ
メ
ラ
で
刷
版
セ
ッ
ト
位
置

を
検
知
し
て
印
刷
前
に
見
当
を
調

整
す
る
だ
け
で
な
く
、こ
の
刷
版
に
同

時
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
含
め
る
こ
と
で
、

自
動
で
刷
版
デ
ー
タ
を
認
識
し
て
必

要
な
情
報
を
取
り
込
む
の
で
、リ

ピ
ー
ト
印
刷
時
は
フ
ィ
ー
ダ
ー
か
ら

デ
リ
バ
リ
ー
ま
で
自
動
で
行
え
ま
す
。

Ｃ
Ｉ
Ｐ
４
で
の
管
理

　

営
業
と
生
産
現
場
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
結
ん
で
常
に
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン

を
密
に
す
る
だ
け
で
な
く
、本
社
管

理
部
門
と
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
結
ぶ

こ
と
に
よ
り
、更
に
精
度
の
高
い
原
価

管
理
が
行
え
ま
す
。

　

以
上
が
今
回
の
導
入
を
決
め
た

理
由
で
す
。機
械
の
宣
伝
の
よ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、今
後
、市
場
で
は
コ

ス
ト
競
争
、品
質
の
精
度
、納
期
対

応
が
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
。３
月
に
導
入
し
、４
月
か
ら

の
本
稼
動
と
な
り
ま
す
が
、ご
説
明

し
た
他
に
も
こ
の
機
械
で
行
え
る
こ

と
は
多
種
に
わ
た
り
ま
す
。新
し
い

印
刷
技
術
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
度
の
新
台
導
入
を
き
っ
か
け

に
社
業
の
飛
躍
を
目
指
し
て“

が
ん

ば
り
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
！”

　
４
月
以
降
に
は
な
り
ま
す
が
、見

学
希
望
の
方
は
ぜ
ひ
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

〈
28
発
目
は
㈱
サ
ン
セ
イ
さ
ん
で
す
〉

コーター

菊全７色＋コーター（ＵＶ仕様） KBA Rapida 106型機

サーボーモーター
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1
月
24
日
の
キ
ッ
ク
オ
フ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

2
0
1
5
終
了
後
最
初
の
定
例
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
キ
ッ
ク
オ
フ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
2
0
1
5
の
開
催

で
精
根
尽
き
果
て
た
の
か
、繁
忙
期
で
定
例
会
に

参
加
で
き
な
い
状
態
だ
っ
た
の
か
定
例
会
で
は
議

員
参
加
人
数
は
16
名
と
少
人
数
で
し
た
。

　
ゲ
ス
ト
と
し
て
次
回
よ
り
正
式
に
議
員
に
な
る

予
定
の
東
洋
イ
ン
キ
グ
ラ
フ
ィッ
ク
ス
株
式
会
社

の
岡
崎
誠
吾
氏
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
題
と
し
て
キ
ッ
ク
オ
フ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

開
催
日
時
／
2
月
3
日（
火
） 午
後
6
時
30
分
〜

場　
　
所
／
大
阪
印
刷
会
館

参
加
人
数
／
16
人

15

◆
2
月
定
例
会
報
告

広
告
ど
お
り
、楽
し
て

痩
せ
ら
れ
る
の
か
！

2
0
1
5
の
総
括
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
来
年
以
降
の
キ
ッ
ク
オ
フ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
運

営
に
生
か
そ
う
と
今
回
、見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

た
問
題
点
を
活
発
に
討
議
し
ま
し
た
。

　
今
年
、大
阪
府
印
刷
工
業
組
合
が
60
周
年
記
念

を
迎
え
る
に
当
た
り
、そ
の
式
典
運
営
の
進
捗
状

況
の
説
明
と
、記
念
誌
に
つ
い
て
の
討
議
を
行
い

ま
し
た
。

　

来
年
に
全
国
青
年
印
刷
人
協
議
会
な
ど
３
団

体
共
同
で
行
わ
れ
る
プ
リ
ン
ト
ネ
ク
ス
ト

2
0
1
6
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
定
例
会
の
参
加
人
数
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、久
し
ぶ
り
に「
藤
」で
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。

（
報
告
者 

髙
木
雅
章
）

新 ア ン ケ ー ト 企 画

　
酵
素
ド
リ
ン
ク
ダ
イ
エ
ッ
ト
第
4
回
目
の

結
果
報
告
の
時
期
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

寒
さ
が
本
格
的
に
な
り
、び
っ
く
り
す
る

ほ
ど
汗
を
掻
か
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
2
回
連
続
の
体
重
増
加

報
告
だ
っ
た
た
め
、3
回
目
の
増
加
報
告
だ

け
は
避
け
た
い
と
思
い
頑
張
り
ま
し
た
。

　
家
で
の
食
事
は
い
つ
も
の
よ
う
に
夜
は
炭

水
化
物
を
あ
ま
り
摂
取
し
な
い
と
変
化
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、外
食
時
に
も
量
を
控

え
る
や
ゆ
っ
く
り
食
べ
る
な
ど
、少
し
気
使
い

な
が
ら
食
べ
て
み
ま
し
た
。そ
の
甲
斐
あ
っ
て

か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、今
回
は
前

回
の
93・5
kg
か
ら
92・8
kg
と
0・7
kg
の
減

少
報
告
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
2
度
あ
る
事
は
3
度
な
い
！
」と
報
告
が

で
き
ま
し
た
の
で
、内
心
と
て
も
ホ
ッ
と
し
て

い
ま
す
。

　
基
本
的
に
運
動
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

制
限
が
あ
る
た
め
、食
事
の
量
や
メ
ニュ
ー
で

何
と
か
調
整
は
し
て
い
ま
す
が
、も
う
工
夫

の
仕
様
が
な
い
た
め
、今
後
が
心
配
で
す
。

　
し
か
し
次
回
の
結
果
報
告
も
減
少
報
告
で

お
伝
え
で
き
る
よ
う
に
、ま
た
頑
張
っ
て
ダ
イ

エ
ッ
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

写
真
で
見
る
ダ
イ
エ
ッ
ト
経
過（
K
氏
）●服用前（7月） ●服用、約8ヶ月後 ●服用、約8ヶ月後

今回アンケート
回答者16名

新
し
い
仲
間
が
ふ
え
ま
し
た

南
睦
支
部 

推
薦
議
員

千
田 

大
介

千
田
印
刷
株
式
会
社

　　

昨
年
の
７
月
か
ら
南
睦
ジ
ュ
ニ
ア
会
よ
り

大
青
協
で
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

弊
社
は
昭
和
31
年
創
業
以
来
、帳
票
類
の
印

刷
や
封
筒
、販
促
物
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、パ
ネ
ル

等
、お
客
様
に
て
必
要
な
印
刷
物
を
誠
意
と

迅
速
さ
で
受
け
入
れ
る
体
制
で
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

　

今
、現
在
多
様
化
す
る
お
客
様
の
ニ
ー
ズ

に
お
応
え
し
て
い
く
た
め
に
も
今
ま
で
の

ノ
ウ
ハ
ウ
と
こ
の
大
青
協
で
学
ん
だ
こ
と
を

活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Q
1
何
を
使
っ
て
出
勤
し
て

　
　

 

い
ま
す
か
。

● 

自
宅
兼
会
社【
1
】

● 

徒
歩 【
2
】　

● 

自
動
車 【
7
】

● 

電
車 【
5
】

● 

バ
ス 【
1
】

Q
3
規
程
の
退
勤
時
間
の
何
分
後

　
　

 

に
退
勤
し
て
い
ま
す
か
。

● 

１
時
間
後 【
2
】　

● 

１
時
間
30
分
後 【
2
】

● 

2
時
間
後 【
4
】

● 

3
時
間
後 【
3
】

● 

そ
れ
以
上 【
4
】

● 

そ
の
他 【
1
】

Q
4
家
と
会
社
間
は
片
道
、

　
　

 

ど
れ
ぐ
ら
い
か
か
り
ま
す
か
。

● 

0
分 【
1
】　

● 

15
分 【
4
】

● 

30
分 【
4
】

● 

45
分 【
5
】

● 

１
時
間 【
1
】

● 

１
時
間
15
分 【
1
】

Q
2
規
程
の
出
勤
時
間
の
何
分
前

　
　

 

に
出
勤
し
て
い
ま
す
か
。 

● 

殆
ど
同
じ
時
間 【
1
】

● 

20
分
前 【
7
】　

● 

40
分
前 【
2
】

● 

１
時
間
前 【
4
】

● 

１
時
間
20
分
前 【
1
】

● 

2
時
間
以
上
前 【
1
】

ほとんどない

自宅兼会社

徒歩

自動車

それ以上

その他

 

電車

バス

１時間後

20分前

40分前

１時間
30分後

2時間後

1時間前

1時間
20分前

3時間後

0分

15分

30分

45分

1時間

1時間15分

2時間以上前 殆ど同じ時間

4
月
定
例
会
は

4
月
7
日（
火
） 18
：
30
〜

大
青
協
見
学
希
望
の
方
は
大
印
工
組
・
平
塚
ま
で

（
０
６

－

６
３
５
３

－

３
０
３
５
）

ダ
イ
エ
ッ
ト

経
過
報
告 

そ
の
8（
K
氏
）
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開
催
日
／
2
0
1
5
年
1
月
24
日（
土
）

場　
所
／
太
閤
園

セ
ミ
ナ
ー
参
加
人
数
／
90
名

懇
親
会
参
加
人
数
／
75
名

「KIC
K O

FF C
O
N
V
EN
TIO

N

　2015

」開
催
報
告

　
２
０
１
５
年
１
月
２４
日（
土
）太
閤
園
に
て
、大

阪
青
年
印
刷
人
協
議
会
主
催
で
キ
ッ
ク
オ
フ・コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
2
0
1
5
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、「
超
〜
カ
ン
タ
ン
あ
な
た
の
会
社
が
変

わ
る
１
０
０
の
ア
イ
デ
ア
」と
い
う
テ
ー
マ
で
の
、

株
式
会
社
き
び
も
く
代
表
取
締
役
／
N
P
O
法

人
チ
ュ
ラ
キ
ュ
ー
ブ
代
表
理
事
の
中
川
悠(

は
る

か)

氏
の
ご
講
演
と
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
し
た
。

　
ま
ず
は
、高
本
議
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、大
阪
府

印
刷
工
業
組
合
東
條
秀
樹
副
理
事
長
よ
り
ご
祝

辞
を
い
た
だ
き
、講
演
で
は
、地
域
の
問
題
解
決
に

結
び
つ
く
多
様
な
事
例
を
交
え
て
の
わ
か
り
や
す

い
説
明
。ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
は
、誰
も
が
持
っ
て
い

る
人
の
資
源×

誰
も
が
持
っ
て
い
る
場
所
の
資
源

に
、1
0
0
種
類
の
ビ
ジ
ネ
ス・ア
イ
デ
ア
カ
ー
ド

を
組
み
合
わ
せ
、大
阪
を
元
気
に
す
る
た
め
の
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
創
り
出
せ
る
か
を
テ
ー

マ
に
、６
人
１
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
、他
の
グ

ル
ー
プ
が
人
気
投

票
す
る
と
い
う
ユ

ニ
ー
ク
な
発
表
方

法
で
、時
間
が
足
り

な
い
ぐ
ら
い
に
大

い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

恒
例
に
な
っ
て
い
る
勉
強
会
後
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、大
阪
府
印
刷
工
業
組
合
吉

田
忠
次
理
事
長
の
乾
杯
の
ご
発
声
で
開
宴
。来
賓

の
ご
紹
介
、そ
し
て
今
年
は
京
都
や
和
歌
山
な
ど

の
遠
方
よ
り
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
の
ご
紹
介

と
、各
支
部
の
青
年
部
の
ご
紹
介
。

　
サ
プ
ラ
イ
ズ
企
画
と
し
て
、ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
の

人
気
投
票
1
位
〜
3
位
ま
で
の
チ
ー
ム
に
賞
品
の

授
与
式
な
ど
お
り
ま
ぜ
な
が
ら
、終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
で
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。最
後
は
議
長
か

ら
の
お
礼
の
挨
拶
で
、名
残
惜
し
く
も
中
締
め
と

な
り
ま
し
た
。

　

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、お
か
げ
さ
ま
で
無

事
に
新
年
の
好
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
報
告
者
／
山
本
素
之
）

たくさんの人々に参加いただいたキックオフがいよいよ始まります

大阪を盛り上げる企画を作るのに悪戦苦闘大阪を盛り上げる企画を活発に議論しています

人・もの・アイデアの組み合わせでいろいろな企画を生み出しています

中川悠氏の講演です
キックオフを運営した大青協のみなさんです

歓談中、おいしい料理とお酒と共に… サプライズ!！テーブルディスカッションの投票結果の表彰です

懇親会で吉田理事長より乾杯のご発声をいただきました
東條副理事長より祝辞をいただきました
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大
阪
府
印
刷
工
業
組
合
は
、昭
和

２９
年
７
月
に
大
阪
府
印
刷
工
業
調
整

組
合
と
し
て
設
立
、さ
ら
に
昭
和
３３
年

７
月
に
団
体
の
名
称
を
大
阪
府
印
刷

工
業
組
合
と
し
て
認
可
さ
れ
、昨
年
７

月
に
６０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
、組
合
員
並
び

に
関
係
各
位
の
ご
支
援
、ご
協
力
に
よ

る
も
の
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。そ
こ
で
６０
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、本
年
５
月
22
日（
金
）に
ホ
テ
ル

ニュ
ー
オ
ー
タ
ニ
大
阪
に
お
い
て
記
念
講

演
会
並
び
に
記
念
式
典
及
び
祝
賀
会

を
開
催
致
し
ま
す
。ま
た
、併
せ
て
記

念
誌「
大
阪
府
印
刷
工
業
組
合
小
史

〜
２
０
１
５
大
印
工
の
新
た
な
ス
タ
ー

ト
〜
」も
発
刊
致
し
ま
す
。こ
の
記
念

誌
は
、６０
周
年
記
念
事
業
の
ビ
ジ
ョ
ン

で
あ
る「
健
全
な
印
刷
業
界
を
次
世
代

に
継
承
」と「
未
来
に
向
かって
躍
進
す

る
印
刷
業
の
実
現
と
次
世
代
が
夢
と

希
望
を
抱
く
業
界
で
あ
り
続
け
る
。そ

の
た
め
の
礎
づ
く
り
」と
い
う
事
業
目

的
に
対
し
て
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
活

動
の
報
告
や
１０
年
後
の
印
刷
業
界
を

精
査
し
あ
る
べ
き
姿
、ビ
ジ
ョ
ン
、ビ
ジ

ネ
ス
の
方
向
性
ま
で
を
網
羅
し
た
内

容
と
致
し
ま
す
。更
に
、当
小
史
は
媒

体
と
共
に
広
告
価
値
の
向
上
の
た
め

に
、紙
と
一
緒
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
る
ア
プ

リ
と
の
連
携
を
図
っ
て
参
る
予
定
で

す
。現
在
、関
連
企
業
の
皆
様
に
こ
の

小
史
への
広
告
掲
載
の
お
願
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。関
連
企
業

の
皆
様
に
は
格
別
の
ご
配
慮
を
賜
わ
り

た
く
、誌
面
を
借
り
て
心
よ
り
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

我
々
６０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会
は
、吉
田
理
事
長
を
実
行
委
員
長
と

し
て
①
式
典・祝
賀
会
②
総
務・渉
外

③
記
念
誌
刊
行
の
３
部
会
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
応
じ
た
活
動
を

展
開
し
て
お
り
ま
す
。既
に
、各
部
会
の

会
合
を
除
き
立
ち
上
げ
か
ら
９
回
の

討
議
を
重
ね
、記
念
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
や

コ
ン
セ
プ
ト
の
策
定
、記
念
誌
ポ
ス

タ
ー
の
選
定
や
新
春
会
員
交
流
会
で

披
露
致
し
ま
し
た
ハッ
ピ
の
活
用
等
、

様
々
な
場
面
で
こ
の
６０
周
年
記
念
事

業
の
成
功
を
目
標
に
活
動
致
し
て
お

り
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
メ
ン
バ
ー

が
６０
周
年
記
念
事
業
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
コ

ン
セ
プ
ト
に
基
づ
き
、ア
イ
デ
ィ
ア
を
出

し
、企
画
を
練
り
、現
在
一つ
ひ
と
つ
事

業
の
形
を
造
っ
て
お
り
ま
す
。記
念
事

業
の
ス
タ
ー
ト
を
き
る
記
念
講
演
会
で

は
、〝
日
経
Ｂ
Ｐ
社
未
来
研
究
所
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
川
口
盛
之
助
氏
〞を
招
き
、

「
確
実
に
予
想
さ
れ
る
未
来｣

を
ベ
ー
ス

に
、こ
れ
か
ら
起
き
る
劇
的
な
変
化
が

私
た
ち
に
何
を
も
た
ら
す
か
を
分
析

し
、私
た
ち
印
刷
業
が
ど
の
よ
う
な
影

響
を
受
け
る
の
か
に
つ
い
て
の
示
唆
を

い
た
だ
き
、自
社
の
経
営
、そ
し
て
組
合

が
取
り
組
む
べ
き
領
域
の
道
標
と
致
し

ま
す
。｢

健
全
な
印
刷
業
を
次
世
代
に

継
承
す
る｣

。こ
の
こ
と
は
業
界
に
課
せ

ら
れ
た
使
命
で
も
あ
り
ま
す
。皆
様
の

ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
あ
げ
て
お
り

ま
す
。　　
　
　

  （
報
告
／
事
務
局
）

実行委員会報告

協賛広告のお願い
大阪府印刷工業組合小史

６０周年記念事業及び
記念誌協賛広告募集開始他

大印工組６０周年記念事業 実行委員会

大阪府印刷工業組合小史を60周年を記念して刊行することと
なりました。つきましては、貴社の広告掲載をお願いいたしたく、
格別のご配慮を賜りますようお願い申し上げます。
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支部だよりINFORMATION

　福島支部(谷口晴彦会長)は、平成27年
新年互礼会を1月16日(金)にホテル阪神エ
メラルドに於いて正会員、来賓、賛助会員
39名が集い開催した。
　午後6時より宮田総務副委員長の司会で
開会し、谷口会長が日頃の組合活動に対す
る協力と支援にお礼を述べられ、「私は、去年
の総会で新会長に就任し、楽しく質の高い
組合そして、次世代に引き継ぐ強い組織作
りを行いたいと申し上げました。春からの行
事では役員、委員、会員の皆様が協力して
行事を行う姿に組合って良いもんだなぁと
感銘を受けました。強い組織作りではすべ
ての行事を会員増強に結びつけ後ほど紹
介させていただきますが正会員2社、賛助
会員1社を仲間に迎えることができました。
また、大阪府印刷工業組合が開催しており

ます様々なセミナーに参加されて情報を得
ていただくことで質の高く豊かな組合作り
ができると考えております」と挨拶された。
続いて吉田理事長の祝電が披露された後、
来賓の大阪府印刷工業組合佐々木専務理
事にご挨拶をいただいた。佐々木氏は「昨年
7月に大阪府印刷工業組合は60周年を迎
えることができました。『未来への礎』をス
ローガンに健全な印刷業を次世代に継承し
ていこうと非常に強い思いで各行事、セミ
ナー等に臨んでおりますのでご協力、ご指
導を賜りますようお願いいたします」と述べ
られた。続いて、新入会員の山田製本株式
会社さんと有限会社ディーティーピーセン
ターさん、新入賛助会員の大塚商会さんの
紹介があり入会を歓迎した。
　懇親会は大阪府印刷工業組合井下常務

新年互礼会 福島支部

理事の乾杯で開宴し、食事・歓談の進む中、上
方落語の「桂丸福」師匠による小噺や「南京玉
すだれ」の演芸を楽しんだ。その後、経営教育
委員会と進行の若山氏による「ビンゴゲー
ム」が始まった。高級和牛やワインが景品に
並び「ビンゴ!」と叫ぶ元気の良い会員の笑顔
で盛り上がり、各委員会委員長より行事の告
知の後、荒川副会長の一本締めで午後8時
30分中締めとなった。 （福島支部 中川敏之）

　天親支部では平成２７年１月１６日（金）、会
員各社を対象に新年懇親会をシェラトン都
ホテル大阪にて開催いたしました。
　今回も前年度同様に大阪市天王寺区役
所から水谷区長様にお越しいただき、また、
大阪市天王寺消防署から署長の藤井様を
はじめ２名様、大阪府印刷工業組合の岡本
副理事長様をご来賓に迎えることが出来

ました。当日は４１社４８名様にお集まりいた
だき、盛大に開催することができました。
私、岩倉の開会挨拶の後に、ご来賓の水谷
区長様、藤井署長様、岡本副理事長様の順
にお祝いのお言葉をいただきました。その
後、共済事業案内を経て乾杯へ。

新年懇親会 天親支部

　マツオカ印刷株式会社の松岡社長様か
ら乾杯のご発声をいただき、宴はスタート
いたしました。今回より会場を変更し、和や
かな雰囲気で食事を楽しみ、５月の支部総
会の案内、大印工組事務局から６０周年記
念行事などの事業案内などといったプロ
グラムを経て、いよいよ恒例のビンゴゲー
ムへ。株式会社友十の山本様の名調子で
ゲームが進行する中、賞品は次々とはけて
いきました。中締めはコーユービジネス株
式会社の森内様の音頭で一本締めにて締
めていただきました。お帰りの際には皆様
にお土産をお渡しし、大変すばらしい一年
の始まりとなりました。皆様、ありがとうご
ざいました。   （天親支部支部長 岩倉大介）

支部だよりINFORMATION

　大阪府印刷工業組合北支部会（山岡
祐一会長）は１月16日、大阪市北区の料亭
「芝苑」において33名の会員が参加のもと
新年会を開催した。
　物故者黙祷に続いて挨拶した山岡会長
は、阪神・淡路大震災より今年で20年とな
ることにふれ、「運と縁」についての持論を

語った上で、「運を掴むために今年も皆さん
と一緒に精進していきたい」と新年の決意
を述べるとともに、４月24・25日に有馬グラ
ンドホテルで開催する定時総会のプレアナ
ウンスを行い、多数の参加を呼び掛けた。
　大印工組・吉田忠次理事長の挨拶文を
川畑利之副会長が代読した後、役員が大
印工組60周年のはっぴを羽織って威勢良

運を掴むために、ともに精進 北支部

く鏡開き。続いて東條秀樹副理事長の乾
杯の発声で祝宴スタートとなり、随所で歓
談の輪が広がった。
　宴もたけなわとなった頃、大印工組・西井
幾雄理事顧問が閉会の挨拶。最後に田畑
良一副会長の音頭で大阪締めを行い、散
会となった。 　　　　      （北支部事務局）

　今年、最初の南
親支部行事として
工場見学会をアル
バムのダイコロ様
の枚方工場へ…。
天王寺集合でバス
をチャーターし１６
社２２名の参加。午
後１時に出発し阪
神高速、第二京阪道と…約１時間でダイコ
ロ様枚方工場に到着。玄関前では駕田相
談役様が直々にお迎えいただき南親支部
参加者との記念撮影をしていただき…案内
いただいた先は講堂のような処ですでに参
加者分の会社案内、メモ帳、お茶と用意して
いただいておりました。

　ダイコロ様は学校卒業アルバムで有名
な会社で今回はアルバム製作の入り口か
ら出口までの見学会です。工場では２５６名
の従業員数、生産は当然アルバムが約
80％以上、全国シェアーNo１で、北は北海
道から南は沖縄まで約９,６００校の受注を
受けておられます。１日に１,５００版以上もこ
なし最新鋭のUV機とオンデマンド機の対

研修会 南親支部

応もされ商
品 管 理 も
ラック式倉
庫で痛めず
万全の態勢
でした。又
アルバムに
は載らない

写真はネット配信のサービスもあり生徒が
自宅からインターネットで注文ができるシ
ステムも構築されております。
　この度は駕田相談役様より会社説明を
していただき２班に分かれてご案内とご説
明を受けながら最終質疑応答と約１時間
30分の研修会でした。

（アート盛上げ印刷㈱ 山田哲男）

　ダイコロ様工場見学後そのまま上本町
シェラトン都ホテルへ直行。新年会は１９社

２７名の参加。まず山本支部長の挨拶に始
まり、今年度に入会された新会員の紹介、
祝電の披露を行い、乾杯は元理事長の南
様より元気ある発声をしていただき、わき
あいあいの雰囲気で岡本副理事長、奥村
元副理事長も入会された会社を会員皆様
お一人お一人に紹介され約２時間の会食
もあっと言う間に…。中締めを岡本副理事
長の締めでまだ夜浅い時間の解散となり
ました。    （アート盛上げ印刷㈱ 山田哲男）

新年会 南親支部

南親支部メンバーと質疑応答

青山取締役がインデゴの前で説明

駕田相談役

鏡開き

岡本副理事長より新会員を紹介
夜景を見ながらの会食
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支部だよりINFORMATION

　平成２７年１月２１日に東支部新年会が大
阪梅田阪急グランドビル２７階ＰａｐａＭｉｌａｎｏ
（パパミラノ）で午後６時から行われた。今
回は、大阪府印刷工業組合６０周年記念事
業を盛り上げるために吉田理事長も参加

してくださり、宣伝のはっぴを羽織りなが
ら約３０名が参加した。支部長の新年のあ
いさつに続き吉田理事長のあいさつと乾
杯で始まり、洞窟のような少し狭い感じの
雰囲気でイタリア料理の人気コースメュー

新年会 東支部

をいただいた。いつも参加される方々及び
久しぶりな方々また、新しい会員の方々も
交じり合い、大いに会話が弾み、今年の新
年も幸先良く始まって、親睦も深まった。

（東支部 廣瀬正博）

　東栄支部では、1月23日(金)に、シェラト
ン都ホテル大阪にて、新年会を開催した。
　黒野支部長より、「日銀の黒田総裁の
2015年度後半から物価上昇と景気回復
が鮮明になるという話を紹介し、それを前
提に印刷業界にもきっと好景気をもたらす
ことを祈っています」という挨拶をいただ
き、岩田理事顧問の乾杯の挨拶から宴会

が始まった。
　なごやかに会が進行した後、新年会前
に支部増強運動と新役員の推薦依頼の用
紙を配布していたので、その件について、
懇親会途中より、司会の小脇氏進行の元、
東栄会の活性化について意見交換がなさ
れた。
支部自体の現状の運営でいいのか、役員

東栄会新年会 支部活性化について意見交換 東栄支部

の若返りの必要性、他の支部との交流を増
やすことでの活性化などについて意見が
出された。
　最後、黒野支部長より、皆様の積極的関
わりを期待する話で総括した上で、小橋氏
の締めの挨拶により散会となった。

（東栄支部事務局）

支部だよりINFORMATION

　摂陽支部（羽富哲夫支部長）は1月24日
（土）に天王寺の天王殿にて新年懇親会を
開催、15名が参加した。大印工組事務局か
ら大喜多氏が来られ、事業の案内があっ
た。その後、総務の司会にて開会となり、羽
富支部長が「リーマンショック以来、業績は

上がらないままですが、振り返らずに新年
を機に前に進んで行きたい。ともに皆で頑
張りましょう」と挨拶された。
　続いて和田恭昌理事相談役による乾杯
の音頭で元気よくスタート。食事や歓談の
中、親睦を深めながら様々な情報交換がな

新年懇親会 摂陽支部

された。
　5月の総会および懇親旅行の行き先を
決め、吉田理事長の祝電の披露もされ和
やかに楽しい時間が過ぎた。若林三郎監事
による中締めで閉会となった。

（摂陽支部事務局）

　西和支部・西和会（奥野豊太郎支部長）は
１月２７日（火）午後６時３０分より中央区本町
のセントレジスホテル大阪１１階ファンダス
イートに於いて新年懇親会を開催し２４名
が参加した。開会前に大印工組アンケート
調査の未提出会社に対し、アンケート用紙
を配りその場で記入提出していただいた。
新年懇親会は寺川副支部長の司会で開会
し、奥野豊太郎支部長から新年の挨拶があ
り、来賓の吉田理事長から新年のご挨拶を

いただき、本年５月２２日の大印工組６０周年
記念式典並びに祝賀会への案内があった。
　つぎに各委員会からの報告があり、大同
生命保険の方からは共済保険への加入に
ついて、北口組織活性委員からはボウリン
グ大会参加の報告、また亀谷CSR推進委
員から６０周年記念セミナーの案内があっ
た。大印工組事務局の大喜多氏からは教
育・研修委員会他セミナー等の案内が行わ
れた。乾杯の準備中に、二口印刷二口晴一

新年懇親会 西和支部

社長よりスマホ専用サイトを使った新企画
の紹介が行われた。
　続いて、西和シニア会谷口博会長の乾
杯で懇親会が開宴となり、舌鼓をうちなが
ら食事、歓談がすすみ、その後も和やかな
雰囲気の中、歓談のひとときを過ごした。
北口副支部長の１本締めでお開きとなり、
二次会へ、帰宅へと別れた。

（西和会 幹事 亀谷正一）

羽富支部長

若林監事
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支部だよりINFORMATION

　東和支部では1月30日（金）ホテルグラン
ヴィア大阪にて35名の出席のもと新年互
礼会を開催した。まず冒頭に司会者平石副
支部長から新会員の紹介があった。正会員
として㈱ヤマガタ、賛助会員としてリコー
ジャパン㈱がこの１月から新たに加わりそれ
ぞれ初参加ということで挨拶があった。次に
大印工組の経営者保険について大同生命

よりＰＲが行われた。
　その後、中原支部長より「新しい会員に
入っていただくことによって活性化されるの
で少しでも多く会員を増やしていきたい。新
入会員キャンペーンの期間がもう少し残っ
ているのでご紹介いただけるようご協力お
願いいたします。また支部活性化のためビ
ジネス交流会というものを2月28日（土）に
開催するので気軽にご参加ください」との
挨拶があった。続いて来賓として大印工組 
吉田理事長が60周年記念のはっぴ姿で「厳
しい状況の中、次の世代にどうやって伝えて
いくか、また次の世代が希望を持てるような
業界にしていきたいということをコンセプト
として、この60周年を機に色々と改革を進
めるべく邁進しておりますのでご協力のほ

新年互礼会 東和支部

どお願いしたい」と60周年記念のＰＲを兼ね
た挨拶があった。
　続いて作道副理事長の乾杯の発声で開
宴し、東和支部こだわりのおいしい料理を堪
能した。皆があちこちのテーブルを行ったり
来たりで歓談にも花が咲き、およそ２時間に
渡る宴は和やかな雰囲気のまま終焉を迎
え、午後８時頃恒例の生玉締めでお開きと
なった。

（東和支部事務局）

　東大阪支部（永谷嘉次支部長）は１月１７
日（土）午後６時からホテルニューオオタニ
18階レインボーにて新年祝賀会を開催。
支部顧問・宗清衆議院議員、大印工組から
吉田理事長２名のご来賓を迎え２９名の参
加。式進行の前に阪神大地震が発生から
20年を迎え、出席者全員で黙祷、犠牲者の
冥福を祈りました。

　開会の辞・小野副
支部長の詩吟「松・
竹・梅」で華やかな
開会、次に永谷支部
長が挨拶を行い、
昨年１０月に宮城県
印刷工業組合本吉・
気仙沼支部との友

好支部を結んだ経緯、締結式の報
告、祝賀会にも心のこもった祝詞を
いただき今後もお互いに交流を深
めていきたいと述べました。
　来賓のご挨拶・吉田理事長より大
阪府印刷工業組合が６０周年を迎え
ることになり５月に記念式典並びに記
念講演、祝賀会を開催しますのでご
協力とご参加のお願いがありました。

新年祝賀会 東大阪支部

　次に各委員会報告（経営革新・マーケ
ティング委員会）阪井副支部長よりセミ
ナー結果報告。（教育・研修委員会）石川幹
事より３月セミナー案内（ＣＳＲ推進委員会）
中村副支部長よりＣＳＲの取り組みの報告。
（組織活性委員会）小澤幹事より組合員増
強キャンペーン、その他行事について報告
がありました。祝電披露、乾杯を行い懇親
会となりました。会員同士なごやかに食事、
会話を楽しみました。途中宗清衆議院議員
から衆議院選挙当選報告とお礼のご挨拶
がありました。
　会も終わりに古田様より次世代経営者
有志の会発足の件について２月に親睦会
開催・永谷支部長より６月の総会旅行の予
定について、その後、小澤幹事の中締めで
閉会となりました。 （東大阪支部 石川泰雄）

㈱ヤマガタ 城戸社長 リコージャパン㈱ 小松氏

永谷支部長
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　富士精版印刷（株）（石川忠会長・里永健一郎社長、本社・大
阪市淀川区）の協力会社と資機材納入業者が集まり、「平成
27年度（第50回）富士会」が盛大に開催された。本会は、2月2
日（月）の午後6時から始まり、大阪市淀川区のホテルメルパル
ク大阪で、125名（44社）が参加し、中野光男専務取締役の司
会で開会した。
　はじめに富士会代表世話人である野村正一氏（日本紙パル
プ商事株式会社・常務執行役員・関西支社支社長）が、「非常
に厳しい情勢が続く中で、今年は年初から少し上向き基調の景
気になるのではないかといった話も聞かれる。われわれ紙業界
に身を置く者にはなかなか実感するほどには至っていないが、そ
ういう期待感が持てる年になった。非常に環境の厳しい中だが、
皆様方の中にも値上げの年として取り組んでおられる方もある
と思う。われわれの業界もそうで、この場で値上げのご協力を
求めるつもりではないが、非常に矛盾した状況が続いているた
め、何とか採算に合う状況にしたいということで、紙は全般に価
格修正ということで、取り組ませていただいている。ぜひとも早
急なご理解がいただければと思う」と述べた。

「富士会」第50回 富士精版印刷（株）主催の会合開催

新規開発に注力し、全社を挙げて業績向上

　続いて、里永社長が挨拶に立ち、同社の今期上半期の業績
に言及。それによると、売上は21億5000万円、前年比9.5%の
減少となり、経常利益も原材料費の値上げや電気代の値上げ
が響き大幅な減益。「今年度は売上目標50億円を想定。全社
員一丸となって努力する」との決意を表明した。さらに、A横輪
転機3台、B縦輪転機1台、枚葉機3台、さらにオンデマンド機
2台を備えた総合印刷会社として、大量印刷のみならず、多品
種、小ロット、短納期にも対応できる体制と強みである技術力を
生かした幅広い営業活動を展開していく意向を述べ、最後に、
「今年の年始式で社員に述べた４つの重要項目を踏まえて、より
一層新規開発に注力し、全社を挙げて業績向上に努め、創業
65周年を立派な成績で飾りたい」との考えを述べた。
　また、司会者より祝電が披露された後、小森善治氏（株式会
社小森コーポレーション・代表取締役会長）が乾杯の音頭をとっ
て開宴した。なごやかな雰囲気で会は進み、午後7時30分、
前田浩之氏（東洋インキ株式会社・取締役関西支社長）の挨拶
の後、三本締めで散会した。左から前田浩之氏（東洋インキ㈱ 取締役関西支社長）、石川忠会長（富士精版印刷㈱）

藤原浩氏（コダック合同会社 代表執行役員社長）
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技術情報

千葉 弘幸（公社）日本印刷技術協会 研究調査部

オンデマンド印刷による小ロット出版の実現

　近年、講談社、小学館など大手出版社がデジタル印

刷・製本設備を導入し、小ロット出版に取り組んでいる。

SCREENグラフィックス&プレシジョンソリューションズ

の平林利文氏に中小出版社向けの小ロット出版サービ

スについて伺った。

中小・専門書出版の課題
　3年前から、中小・専門書出版社の団体である一般

社団法人出版梓会と共同で、さまざまな勉強会を開催

し、情報交換を続けてきた。中小・専門書出版社では50

部～数100部程度の小ロット出版を実際にやりたいとい

う要望がある。しかし、書籍を製作する印刷会社から見

ると、小ロットの発注ではコンスタントに仕事量が確保で

きないため、結果的に割高な価格となり、折り合わない

という現実があった。

　そこで、発注側、受注側の両方にとって満足できる方

法を模索してデジタル・オンデマンド出版センターという

団体を設立し、新たな出版サービスに取り組むことに

なった。参加しているのは、光和コンピューター、欧文印

刷、研文社、京葉流通倉庫とスクリーン、メディアテクノ

ロジージャパンである。このセンターでは、底本からのス

キャニング（PDFデータ化）から、印刷・製本、流通まで

を受託する。このサービスを2014年7月の東京国際

ブックフェアにて発表した。

ロングテールを束ねる仕組み
　現在、オフセット枚葉印刷では異種多面付け（ギャン

ギング）によって、多品種小ロットに対応し、劇的な効率

アップが実現されている。ページサイズ、部数、折り加工

情報などのパラメータを設定すると、多面付けして最適

化する自動ギャンギングソフトも各メーカーから提供さ

れている。

　ロールタイプのインクジェット印刷におけるジョブギャ

ンギングとは、1本のロールの中に複数のジョブを組合

せることである。つまりA社、B社、C社からの注文を束

ねて、1ロールでこなすことができ、加工までできれば、

小ロットであっても大幅な効率アップや低価格化が可

能である。その代り、用紙、仕上がりサイズ、製本様式が

一定という制約はある。

　そのため、出版社に「リメイク本」という方式を提案

している。仕上がりサイズはA5、並製本、カバー・見返し

なしで統一している。用紙も標準化して、選択できな

い。オンデマンド印刷なので、再版であっても新奥付け、

新ISBNコードを付け、新価格で出版していただく。既

にこの仕組みで8タイトルを制作し、販売した出版社が

ある。昭和30年代の専門的な分野の書籍のリメイク

版だが、早々に完売してしまい、再版の話も出ている。

つまり、50部単位であればすぐに完売する。何百部、何

千部を売ることはたいへんだが、数十部であれば売る

ことができる。

　日本で発行された出版物は182万点。現在、95万点

が入手可能とされている。しかし、本当に入手可能なの

は60万点しかないそうだ。つまり、35万点は事実上の

絶版となった「品切れ重版未定本」である。これは、出

版社や書店から見ると注文があっても販売することが

できない機会損失であり、読者から見ると読みたい本

が買えないという事実である。どちらにとっても望ましく

ない状況である。

　オンデマンド・デジタル印刷によって小ロット出版を実

現することで、読者にも満足してもらえるし、長期的に利

益を生み出すロングテール商品となり得る。このような

仕組みが本格化していくことを願っている。



大好きなねこぶし

　一念発起といいますか、とあ
る理由からダイエットをしなけれ
ばいけなくなり、当時178cm 
88kgと身体が重すぎて走れな
い私はまずウォーキングから始
めました。禁酒とウォーキングで

80㎏まで落としてから徐 に々ジョギングを組み入れて

一番痩せたときには72㎏までになりました。体重のこ
とはさておき、走れる自分に目覚めてしまい走ること
が楽しくて、一時期は結構ストイックに練習しました。

　そうなるとモチベーションをキープするために何
か大会に出たいなということになって万博マラソン
5kmに初めて参加しました。タイムは25分くらいで
したが自分に自信ができて次は10km、1マイル、
ハーフマラソンと順に距離を伸ばし自分の中での
最終目標の篠山マラソンに挑戦して完走（完歩）も
できました。他にも知り合いを集めてリレーマラソン
に出たり、地方の大会にはワンボックスカーに寝具
を積んでキャンプ気分で行ったりとあれこれと愉し

ませてもらいました。多分、人と競うことなく痛くて動
かない脚をただ一歩一歩進めるという自虐行為が
地味な性格に合っていたのだと思います。今は長い
冬休みに入っていますが今回、記事依頼されたの
を機にまた練習を再開しようと考えています。　
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くいしんぼうバンザイ
株式会社コトブキ企画  西嶋　葵

　ワタシの名前はニコといいます。クリスマスにお家

にもらわれて来たので、セント・ニコラウスから名前を

貰って「ニコ」と名付けられました。名前のせいではな

いけれど、ちょっとぽっちゃりした身体がトレードマーク

の5歳の女の子です。

　ワタシは食べることが大好き！ いつもご主人がごは

んを食べているのを横からいただいてやろうと狙って

います。ワタシの健康を気遣って、あんまりおかずを

分けてくれないのでちょっとすねてやると、ワタシの

大好物の「ねこぶし」という猫用の削り節をおやつに

くれます。

　ご主人の会社が販売していて、試食モニターとして

ワタシも開発に参加した商品なので、ほんとにおい

しくてつい食べ過ぎてしまいます。デブだデブだと

言ってご主人におなかをたぶたぶされるのは嫌だけ

どおいしいから仕方ない！

　ワタシは水遊びが大好きで、いつも洗面台の中

におさまっています。毛が長いからびしょびしょになる

ので、ご主人にはいつも怒られるけれど気にしませ

ん！でもお風呂は嫌い。抱っこが苦手なので自分で

気ままに水浴びするのが好きなのです。いつモデル

の仕事がきてもいいように、毎日自分できれいにして

います。

　いつもやんちゃをしてご主人の手を焼いてしまう

けど、家を明るくするアイドル的存在としてこれから

も元気にマイペースでがんばっていきます！
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ち
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人間以外

見て見て！  うちのコ！  イヌ、ネコ、ウサギ、カメ、インコ、キンギョ、カブトムシ… etc.  愛しの家族自慢、大歓迎です。
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過去の栄光、今夢中になっていること、何でもOK！ 趣味や特技、資格への挑戦など、ぜひお寄せください。腕前は問いません。

株式会社名古箔押所  名古 和秀

上
手
な
れ

好
き
こ
そ
モ
ノ
の

趣
味
人
日
記

「一念発起」

第二十一弾

師匠の佐藤君と

リレーマラソンでのひとコマ

やぶはら高原にて

完走証

ハイタッチ！

洗 面台が 好き

【原稿募集中！】【原稿募集中！】
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うちの手乗りたち
株式会社髙木新盛堂  髙木 雅章

　手乗りの小鳥として以前、当記事に掲載された錦華鳥
の他に、桜文鳥、白文鳥、セキセイインコ、コザクラインコを
同じ籠で飼育しています。
　普通は文鳥とインコを共同の籠で飼育することはない
のですが、雛の段階より同環境で育てたこともあり、諍いも
なく普通に同棲しています。
　ただ粗末な食生活でも大丈夫なように体ができている
セキセイインコと油分や栄養素がより必要な文鳥とコザク
ラインコの共生は栄養バランスとしてその維持が難しく、
特別食を定期的に個別に与える形にしています。
　私に一番なついているのは桜文鳥で、全くなついていな
いわけではないのですが、疎遠なのはセキセイインコです。
　桜文鳥は私の指に乗って、面と向かっていてもおとなし
くしていますが、セキセイインコは指に乗っておとなしくして
いるときもありますがよく飛び立ちます。
　毎日、直接食べ物をあげていた時から性格がそれぞれ
違っていて、おとなしく食べる子、食べるのを途中で切り上
げて飛んでいく子がいました。
　その時からセキセイインコはよく飛んでいく子でした。

　コザクラインコは最初のころはあまりなついている子では
なくて、よくセキセイインコと同じように飛び立っていました。
　日々 、頭をなで、ひっくり返しておなかをさすってみている
うちに、最近では桜文鳥ほどではないですがかなりおとな
しく指の上にいるようになりました。
　小鳥は人間ではないので人語で意思疎通を行うことは
ありません。手乗りのインコや文鳥の本がテーマを絞って市
販されているので、そのしぐさはいったい何を意味している
のか、明確な言語ではないので本の通りの行動かどうかは
わかりませんが、それを参考に日々 、小鳥に相対しています。
　一般に手乗りの小鳥たちは人間と関わることによって
神経をすり減らすため、寿命が、人間が餌と水だけを与え
て距離を取っている小鳥より短いといわれているため、過
度には小鳥たちと接しないように気をつけています。
　今回、写真を掲載するためにカメラを向けると日頃、全く
撮影することがないためか、怯えて私の手から飛び立ち、
飛び回りました。
　あまりなれないことはしないほうがいいかもしれないと思
いながらの撮影でした。
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見て見て！  うちのコ！  イヌ、ネコ、ウサギ、カメ、インコ、キンギョ、カブトムシ… etc.  愛しの家族自慢、大歓迎です。
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いつもよりキョロキョロ

カメラが怖い
カメラの前では何故かおとなしい

見知らぬ何かがこっちを見てる

【原稿募集中！】

甲斐 貫四郎氏代表取締役

講師：株式会社日本マーケティング塾

SEMINAR
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報
告
／
D・D・S・S・事
務
局
）

実践のマーケティング
2014年度D.D.S.S.セミナー



33 32PRI・O  2015.3 PRI・O  2015.3

労務
相談 申込締切：開催日の１週間前

3／25（水）、4／9（木）、4／22（水）

申込締切：開催日の２日前

申込締切：開催日の２日前

3／26（木）、4／9（木）、5／7（木）

3／19（木）、4／8（水）、5／27（水）

税務
相談

法律
相談

お申し込み・お問い合わせ：大印工組事務局

◉労務相談（10：00～12：00、13：00～16：00）
　50分／1人、 先着5名／各開催日

◉税務・法律相談（13：00～17：00）
　60分／1人、 先着4名／各開催日

大阪印刷会館にて開催
予約制

TEL.０６-６３５３-３０３５
info@osaka-pia.or.jp

各種相談のご案内無料！
ぜひともご利 用ください！

労務顧問の中尾文彦先生にご相談ください。

税務顧問の森田昌宏先生にご相談ください。

法律顧問の佐古祐二先生にご相談ください。
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（順不同）著名営業案内

（株）NPCコーポレーション
北区天満1-9 -19
TEL.6351-7271
FAX.6352-7479

青 葉 印 刷（株）
都島区中野町2-10-11
TEL.6351-5428
FAX.6351-5299

第一印刷出版（株）
西区川口1-4-28
TEL.6537-7891
FAX.6537-7892

邨田印刷紙器（株）
福島区鷺洲2-5-30
TEL.6451-1051
FAX.6451-3386

寿 印 刷（株）
西淀川区歌島1-4-4
TEL.6471-3434
FAX.6472-9840

カンナル印刷（株）
淀川区十三本町3-4-23
TEL.6303-7400
FAX.6301-2999

富士精版印刷（株）
淀川区西宮原2-4-33
TEL.6394-1181
FAX.6394-1199

カキモト化工（株）
門真市月出町9-10
TEL.6901-3821
FAX.6905-9248

白石封筒工業（株）
東大阪市高井田中4-1-22
TEL.6789-0018
FAX.6789-0028

（株）アート印刷所
東成区神路3-8-15
TEL.6972-6191
FAX.6972-2688

キ ハ ラ 工 芸（株）
中央区内淡路町2-1-10 
TEL.6943-7955
FAX.6943-7958

松 本 印 刷（株）
中央区上町1-15-36
TEL.6762-9151
FAX.6762-7292

賛協社レーベル印刷（株）
東成区東中本1-9-4
TEL.6976-0216
FAX.6976-5624

ブラザー印刷（株）
東成区深江南2-8-35
TEL.6972-7781
FAX.6981-0553

（株）二 口 印 刷
西区土佐堀1-6-5
TEL.6447-0020
FAX.6441-4762

サン美術印刷（株）
東成区東今里2-15-30
TEL.6976-0231
FAX.6978-2807

大 兼 印 刷（株）
天王寺区清水谷町15-20
TEL.6762-4131
FAX.6762-5815

（株） 一 心 社
天王寺区大道1-14-15
TEL.6771-1121
FAX.6772-6970

グラフィックアーツ大阪（株）
東大阪市菱屋西6-2-23
TEL.6789-1001
FAX.6789-1009

大阪印刷工業（株）
八尾市若林町2-114
TEL.072-949-3777
FAX.072-949-6843

（株）美 生 社
西成区出城1-7-4
TEL.6647-8555
FAX.6647-3176

（株）ケーエスアイ
西成区南津守7-15-16
TEL.6652-8000
FAX.6652-8894

奥 村 印 刷（株）
阿倍野区王子町1-11-17
TEL.6624-8111
FAX.6624-1773

岩 岡 印 刷（株）
住之江区中加賀屋4-2-10
TEL.6685-5221
FAX.6685-5634

昌 和 印 刷（株）
平野区瓜破南2-4-138
TEL.6707-1051
FAX.6790-4072

ウ エ ノ（株）
淀川区西中島7-4-17
TEL.6301-1555
FAX.6301-1557



大阪支社  〒541-0056  大阪市中央区久太郎町4-1-3  大阪センタービル  TEL.06-4704-8401


